
地元の大阪府立岬高校 「ピリカ部」 のみな

さんは、 毎週１回海辺の清掃活動を行ってく

れています。 先日、 「ピリカ部」 のみなさ

んと共同で、 さとうみ磯浜で、 マイクロプ

ラスチックと呼ばれる５㎜以下の小さなプ

ラスチック片がどれほど見つかるのか、 調

査してみました。

選んだ場所は、 波が打ち寄せて漂流物が

たまりやすい打ち上げ帯で、 長さ約 16m×

幅約 1.2ｍの範囲。 １５名で３０分間採集をし

ました （写真１）。 その結果、 ７００個近い

プラスチック小片が回収され （写真２）、 こ

の中には目的とする５㎜以下のマイクロプ

ラスチックも多数見つかりました。 正確な

数は今調査中ですが、 中には 1 ㎜以下の

かなり小さものも含まれています（写真３）。

普段は大きなプラスチックゴミを拾ってい

るピリカ部のみなさんは、 あらためて砂の

mini ・ mini 水族館ニュース No9.
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中をよく探すと細片化したプラスチックが

多いことを実感していました。

　近年、 マイクロプラスチックは、 クジラ

やウミガメ、 海鳥、 魚などの大型の捕食者

の体内から見つかっていて、 動物に与える

影響が調査されています。 ピリカ部のみな

さんは現在、 これまでの清掃活動で気づい

たことや今回の結果をパネルにして mini ・

mini 水族館で展示する準備を進めてくれ

ています。

マイクロプラスチック

写真２ ： 採集したプラスチック （一人分）

写真３ ： およそ１㎜以下のマイクロプラスチック

 （１目盛りは１㎜を表す）
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